
高齢者介護実態調査（現行８２項目＋新規１１０項目）

モデル事業（第一次）（現行８２項目＋α項目）

モデル事業（第二次）（β項目）

新一次判定ロジックによる認定（β項目）
（平成２１年２月～）

現行の８２項目に加え、検討会で選定された１１０
項目の調査項目を加え調査を実施。

現行の８２項目に加え、検討会で選定されたα項
目の調査項目を加え調査を実施（１４１市町村）。

β項目による審査判定を試行的に実施。

結果検討
その調査結果を基に、モデル事業（第一次）で追加
調査する項目を別添２－１～２－６の方法により選定。

結果検討

結果検討
その調査結果から、要介護度の判定に有効でない
項目を除外しβ項目による一次判定ロジック（案）を
作成。

その調査結果から、 β項目による要介護等区分の

判定が適切に行われていることの検証を行い（全市
町村）一次判定ロジックを確定する。
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第３回要介護認定調査検討会

要介護認定調査項目選定の流れ（案）


